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様式第1号(第5条関係) 

 

会 議 概 要 

 

会議の名称  第２回久喜市特別職報酬等審議会 

開催年月日  平成２３年１月２８日（金） 

開始・終了時刻  午前９時３０分から午前１０時まで 

開催場所  久喜市公文書館 会議室３ 

議長氏名  榎本善司 

出席委員(者)氏名 
 山岡宣子 関口紀子 小谷野恵司 齋藤 勝  

 齊藤繁喜 山田大輔  宮武孝直 榎本善司 

欠席委員(者)氏名  杉田孝行 中村美恵子 

説明者の職氏名  武井人事課長 折原係長 

事務局職員職氏名  早野総務部長 武井人事課長 折原係長 砂川主任 

会議次第 

 １ 開 会 

２ 会長あいさつ 

３ 議題 

・議員報酬の額、市長及び副市長の給料の額について 

４ その他 

５ 閉会 

配布資料 

第２回久喜市特別職報酬等審議会次第 

資 料１ 平成 21 年度県内市別普通会計決算一覧表 

資 料２ 平成 21 年度県内市別普通会計決算一覧表 

（同規模市） 

資 料３ 平成 22 年度県内市別一般会計当初予算一覧表 

資 料４ 平成 22 年度県内市別一般会計当初予算一覧表 

（同規模市） 

資 料５ 決算等の順位の状況 

（１） 経常収支比率 

（２） 財政力指数 

（３） 公債費比率 

（４） 人口 1人当たり公債費 
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（５） 人口 1人当たり地方債現在高 

（６） 標準財政規模 

 久喜市特別職の報酬等の額について（答申）（案） 

会議の公開又は非公

開 
公開 

傍聴人数  １人 
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様式第2号(第5条関係) 

 

審 議 会 等 会 議 録 

 

発言者 会議のてん末・概要 

司会（武井課長）  

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（榎本会長） 

 

 

司会（武井課長） 

 

 

議長（榎本会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局（折原係長） 

 

議長（榎本会長） 

 

 

１．開会  

ただ今から、第２回久喜市特別職報酬等審議会を始めたいと存じ

ます。  

なお、久喜市特別職報酬等審議会条例第５条第２項により、本審

議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない

旨の規定がございます。 本日は、２名欠席でございますので、本

会議が成立していることを、まずご報告させていただきます。 

 

２．会長あいさつ  

会長あいさつ[省略]  

 

３．議題 

 それでは、榎本会長に議長に就任いただきまして、議事を進めて

いただきたいと存じます。 

 

会議録の署名委員は、名簿順に小谷野委員と齋藤（勝）副会長に

お願いしたいと思います。 

それでは、会議を進めてまいりたいと思います。本日の会議は、

前回決定した内容に基づき、この審議会としての答申を作成してま

いりたいと思います。皆様よろしいでしょうか。 

 

【異議なしの声あり】 

 

それでは、議題の「議員報酬の額、市長及び副市長の給料の額に

ついて」ですが、事務局より配布資料の説明をお願います。 

 

資料１から資料５による説明 

 

 ありがとうございました。 

 前回の会議で皆様から意見がございました財政状況などにつき

まして、説明をいただいた訳でございます。 
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議長（榎本会長） 

 

 

小谷野委員 

 

事務局（武井課長） 

 

 

 

 

 

小谷野委員 

 

齊藤（繁）委員 

 

事務局（武井課長） 

 

 

 

齋藤（勝）副会長 

 

 

事務局（早野部長） 

 

 

 

 

齋藤（勝）副会長 

 

 

 

 

議長（榎本会長） 

委員の皆様から、これらの資料に関しまして、ご質問を伺いたい

と思います。 

 

 私から言うのもなんですが、総体的に見て、久喜市の財政状況は

良好とは言えないということになるのでしょうか。 

 

 そうですね。特に議会費が多いのが気になります。 

 

 議会費につきましては、資料１と２は、平成 21 年度の決算でご

ざいまして、旧１市３町分を合算した議員数 65 人分の数字となっ

ておりますので、高くなっているものと考えられます。資料３と４

は、平成 22 年度の当初予算でございまして、合併後の新市の予算

となっております。 

 

それでも、同規模団体では３番目ですね。 

 

 議会費というのは、ほとんどが人件費なのでしょうか。 

 

 議会運営事業では、議員報酬、期末手当、共済費などの人件費の

割合が高いです。その他、事務局職員の人件費や諸経費、議会だよ

りの印刷製本費や会議録作成の業務委託などもございます。 

 

 合併前後で比較すると、非常に良くなっていると思います。この

へんが合併の目的だった訳ですね。 

 

 議会経費は、旧１市３町の合計額と比べますと１億円程の削減と

なっております。 

 また、市長・副市長・教育長も、それぞれ１人となりましたので、

人件費の削減となっております。 

 

 前回の会議では、議員報酬の額などを他団体との比較する資料が

多かった訳ですが、財政状況も含めて検討しなければなりませんの

で、今回、このような財政状況に関する資料を用意していただきま

して、大変良いと思います。 

 

 久喜市の財政状況は、ずっと良いと思っていましたが、必ずしも
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齋藤（勝）副会長 

 

議長（榎本会長） 

 

 

小谷野委員 

 

 

事務局（早野部長） 

 

 

事務局（武井課長） 

 

 

齋藤（勝）副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（榎本会長） 

 

 

 

事務局（折原係長） 

そうとは限らないですね。 

 

 楽観はできませんね。 

 

 ただ、これから合併の効果が現れてくるのでしょうから、そこは

期待ができると思います。 

 

 市税の中には、法人からの税もあると思いますが、その割合はど

のくらいでしょうか。 

 

 法人からの税収は、法人市民税や固定資産税などがございます。

企業が来て、従業員が多くなれば、その分、税収が多くなります。 

 

 税目ごとの内訳ですが、手元に資料を用意しておりません。申し

訳ございません。 

 

 固定資産税は安定した収入となりますが、法人市民税は、景気に

左右されますので怖いですね。特に、大企業に依存している市町村

は大変だと思います。 

 また、公債費ですが、ただ金額が多ければ悪いというのではない

ですよね。例えば、工業団地の開発など、将来、利益を生むような

ものであれば良いと思います。単にお金がなくて借金するというの

は困りますが、資料では、公債費の数字は出ていますが、問題はそ

の内容ですよね。 

 これからは、市町村が競争する時代になります。市民が、市町村

を比較して、自分の住むところを選ぶわけです。市民への負担ばか

りが増えてしまっては、久喜市を選んでもらえなくなります。です

から、我々も、議員報酬や市長等の給料の額について真剣に検討し

なければなりません。そして、特に若い人に住んでもらえるような

市にしていきたいと思います。 

 

他にございますか。 

では、次に、事務局から答申の案を示していただきましたので、

答申（案）につきまして、説明をお願いします。 

 

答申（案）を説明 
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議長（榎本会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

司会（武井課長） 

 

 

 

 

齋藤（勝）副会長 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

答申の方針につきましては、前回、決定したところであります。

意見につきましては、前回、皆様からたくさんのご意見をいただい

た訳ですが、ここには、この結論に達した理由・根拠が記載してあ

ると思います。 

この内容につきまして、意見等はございますでしょうか。 

よろしいですか。 

 

【はいの声あり】 

 

 それでは、皆様よろしいということでございますので、この内容

で答申をさせていただきます。 

市長への答申の仕方ですが、本来であれば委員全員が集まって答

申を行うのが筋であると思いますが、もしよろしければ、私の方に

一任させていただくということでもよろしいでしょうか。 

 

【異議なしの声あり】 

 

ありがとうございました。それでは、そのようにさせてだきます。 

以上で、本日予定した議題は終了いたしましたので、議長の任を

解かせていただきます。 

本当にありがとうございました。 

 

４．その他 

ありがとうございました。 

全体的に、ご質問等はございますでしょうか。無いようでしたら、

この辺で閉会とさせていただきます。 

 

５． 閉会  

副会長より挨拶 [省略]  
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 会議のてん末・概要に相違ないことを証明するためにここに署名する。 

 

    平成２３年 １月３１日 

 

      小谷野 恵 司 

 

     齋 藤   勝 

 

 

(注) 特に署名等を要しない審議会等については、事務局名を記入する。 

 


